
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 １００６ 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 歴史総合 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「歴史総合」 （山川出版社） 

副教材等 「ダイアローグ歴史総合」（第一学習社） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・18 世紀後半の日本と世界の歴史をつなげて学ぶことで、私たちの今生きているこの世界の大枠

がどのようにして形成されていったのかを理解しましょう。 

・評価はテストだけでなく、授業への取り組み、小レポートや調べ学習など多岐に渡ります。単純

暗記ではなく、なぜそのような出来事が起こったのか、その原因を理解するように授業を受けて

ください。 

・この授業を受けることで、世界史における日本の立ち位置を理解してください。 

 

２ 学習の到達目標 

・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して， 

広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有

為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

・近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の

関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴

史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果

的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。 

・近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追 

究，解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養され

る日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切

さについての自覚などを深める。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

知識：近現代の歴史の変化

に関わる諸事象について、

世界とその中の日本を広く

相互的な視野から捉え、現

代的な諸課題の形成に関わ

る近現代の歴史を理解して

いる。 

技能：諸資料から歴史に関

する様々な情報を適切かつ

効果的に調べまとめる技能

を身に付けている。 

近現代の歴史の変化に関わる

事象の意味や意義、特色など

を、時期や年代、推移、比較、

相互の関連や現在とのつなが

りなどに着目して、概念など

を活用して多面的・多角的に

考察したり、歴史に見られる

課題を把握し解決を視野に入

れて構想したりする力や、考

察、構想したことを効果的に

説明したり、それらを基に議

論したりしている。 

近現代の歴史の変化に関わる

諸事象について、国家及び社

会の形成者として、よりよい

社会の実現を視野にそこで見

られる課題を主体的に探究、

解決しようとしている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

一
学
期 

７ 

中
国
の
開
港
と
日
本
の
開
国 

幕末期の日本 a:・ラクスマンの来航からペリーの
来航による開国までの日本をと

りまく周辺環境(中国・欧米諸
国)の変化を理解している。 

・幕府と朝廷・諸大名の関係変化

を理解している。 
b:・太平天国の乱後の中国について

考察している。 

・開国によって世界と結びついた
ことによる幕府や諸藩におけ
る知識・技術の受容と、日本と

欧米諸国とのあいだの貿易の
特徴を考察している。 

c:・幕末の動乱と欧米諸国との関係

について、事件を整理しながら
追究しようとしている。 

定期考査  

 

 

 

 

 

定期考査 

ノート提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

１ 

明
治
維
新
と
諸
改
革 

明治初期の日本 a:・大政奉還以降、明治新政府誕生

の経緯を理解している。 
b:・新政府の方針を比較して共通

点・相違点を考察している。 

c:・新政府の方針をとらえ、諸藩が
どのように対応したかを、新政
府側、諸藩側の立場にたって調

べ、探究しようとしている。 
・文明開化の内容とその風潮や広
まりについて調べることを取

り組もうとしている。 

定期考査  

 

定期考査 

ノート提出 

 

 

 

 

ノート提出 

二
学
期 

２ 

明
治
初
期
の
対
外
関
係 

初期外交 a:・明治新政府が、諸外国とどのよ

うな関係を築こうとしたかをま
とめている。 

・隣国である清・朝鮮と結んだ外

交関係を理解している。 
b:・清・朝鮮・ロシアとの国境を、

史料や地図で考察している。 

c:・岩倉使節団が、どのような国々
を訪問し、何を視察して帰国し
たのか調べ、協議し、追究しよ

うとしている。 
・条約や条規の内容をもとに、日
本の領土画定の経緯とその課

題について調べ、追究しようと
している。 

定期考査  

 

 

 

定期考査 

ノート提出 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

３ 

自
由
民
権
運
動
と
立
憲
体
制 

自由民権運動 

 

a:・自由民権運動について、運動の

目的を整理し理解している。 
・大日本帝国憲法の成立過程を理
解し、その下で成立した制度や

諸法典の内容を理解している。 
b:・自由民権運動について、民権運

動の担い手側と政府の側の双方

についてその動きを比較して、
表現している。 

・松方財政について政策の内容を

理解し、自由民権運動にどのよ
うな影響をあたえたかを、考察
している。 

c:・大日本帝国憲法を読み、その内
容について日本国憲法と比較し
て、相違点や共通点について具

体的に追究しようとしている。 

定期考査  

 

 

 

定期考査 

ノート提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 
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三
学
期 

１ 

条
約
改
正
と
日
清
戦
争 

明治中期の国内政治 

明治中期の外交 

a:・明治政府の条約改正が、東アジ
アの国際関係にどのような影響

を与えたのか理解している。 
・日清戦争の原因・過程・結果を
年表にまとめている。 

b:・日本が、朝鮮・清に対してどの
ような過程を経て条約を締結し
たかを表現している。 

・条約改正について、多面的・多
角的に考察している。 

・日清戦争後の、政府と政党の動

きについて考察している。 
c:・山県有朋首相の演説や「脱亜論」

を読み、その内容を比較して、

相違点や共通点を具体的に追究
しようとしている。 

・日清戦争の原因・過程・結果を

考察し、その後の日本の台湾・
朝鮮の統治について追究しよ
うとしている。 

定期考査  

 

 

 

 

定期考査 

ノート提出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノート提出 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


